
 

 発生リスクが高くなるこの時期に、予防対策の確認をさせていただ

きますので、ご協力をお願いします。 

 
 

 アジア地域では、昨年日本で発生したH5N6亜型をはじめ、

N5N8、H7N9など様々な亜型が報告されており、この冬も日本国

内への侵入が懸念されます。 

 気温が下がり、渡り鳥が飛来すると高病原性鳥インフルエンザの 

発生リスクが高くなります。 
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 （休日・夜間は転送されます） 

○本格的なシーズンを前に防鳥ネットやネズミの侵入口の

点検、飲用水の塩素濃度を確認してください。 

 

 

 

○鶏がかたまって死亡する、急に死亡羽数が増えた 

など、異状が見られたらすぐに下記まで連絡して下さい。 

11月から3月にかけて、毎月巡回を実施します 

残留塩素濃度の
測定は、家保で
できます 
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